

























































学生支援ディレクター／経済経営学部経営学科 教授 小林 猛久 
・学生相談センター設立によせて 
教育支援部 部長 柳沢 茂夫 
・学生相談センター設立によせて 
学生支援室 室長 大槻 美香 
・学生相談センター長ご挨拶 






学生相談センター 心理カウンセラー 山崎 あゆみ 
・2017 年度学生相談センター活動報告：相談外活動 
学生相談センター 心理カウンセラー 木内 理恵 
・研究報告：大学進学に至るプロセスと大学入学後の取得単位数の関連 
 学生相談センター 古川 萌・末木 新 
・１年を振り返って 
 木内 理恵 
・１年を振り返って 
山崎 あゆみ 


















学生支援ディレクター 小林 猛久 
 


























































































学生相談センター長 末木 新 
 
 2017 年 4 月より和光大学は常勤のカウンセラー2 名を迎え、新たに学生相談センターを
立ち上げることができました。学生相談体制の将来構想に関わる答申を学生生活会議内で






































2001 年度 学生生活センター開室（相談日は週 1 日、4 時間） 
2002 年度 学生相談室に名称変更（相談日は週 2 日） 
2003 年度 相談日を週 3 日に拡充 
2006 年度 相談日を週 4 日に拡充 
2009 年度 事務職の専任スタッフの常駐化 
2010 年度 相談日を週 5 日に拡充（開室時間は、11：15～16：00） 
2011 年度 和みの部屋（学生サロン）開室 
2017 年度 常勤のカウンセラー2 名体制による学生相談センターの発足 






































































年度 開室曜日 開室時間 スタッフ数 
2009 年度 月～金（5 日／週） 10：00～16：00 1 
2010 年度 月～金（5 日／週） 10：30～16：30 1 
2011 年度 月・金（2 日／週） 11：30～14：00 2 
2012 年度 火～金（4 日／週） 12：00～16：30 2 
2013 年度 火～金（4 日／週） 12：00～16：30 4 
2014 年度 月・火・金（3 日／週） 11：30～14：30 3 
2015 年度 月・火・金（3 日／週） 12：00～15：00 3 
※2013 年度は、前期 4 名のスタッフでスタートしたが、スタッフの退職に伴い、 
後期からは 2 名のスタッフで運営 
 
 


































































第 ７ 条  相談室および和みの部屋については、別に定める。 
 
（ケース会議） 






































ター規程がある。相談施設は、和光大学 G 棟 1 階 G113 内に受付および面接室 2 室があ
る。また、隣接する G111 準備室にてケース会議やミーティング等が実施される。 


















週 5 日の開室、相談枠数は一週間あたり 25 枠であった。2017 年度からは常勤カウンセラ





2017 年度は 90 人の学生に対して、のべ 1136 回の対応を行った。のべ回数は 2014 年度
716 回、2015 年度 881 回、2016 年度 815 回であり、2107 年度は前年度より 321 回増加し





れた。実人数は、授業期間に関してはおおむね 30 人台であった。のべ回数においては 10
月に大きなピークが訪れた(159 回)。 
相談回数については、表 1 に見られるように、一番多い回数帯は 2~5 回であった
(34.4%)。相談者全体の 54.4%が 1~5 回の相談で利用終了となっている。一方で、年間通し
て毎週利用していた学生も一定数おり、31 回以上が 16.6%であった。 
 
 
図 1  利用状況（新規・実人数・のべ回数） 
 
表１ 相談回数 
回数 人数 ％ 累積％ 
1 18 20.0% 20.0% 
2～5 31 34.4% 54.4% 
6～10 13 14.4% 68.9% 
11～20 8 8.9% 77.8% 
21～30 5 5.6% 83.3% 
31～40 9 10.0% 93.3% 
41～50 3 3.3% 96.7% 






在籍学生に対する利用学生の割合を表 2 に示した（2017 年 5 月 1 日現在の学生数比で算





の内訳では男子学生の合計は 41 人(46%)、女子学生の合計は 46 人(51%)であった。 
 
表２ 学部男女別利用率 
  男性 女性 合計 
現代人間学部 2.9% 5.1% 3.7% 
表現学部 3.6% 5.2% 4.4% 
経済経営学部 1.3% 6.0% 2.0% 
全体 2.2% 5.3% 3.2% 
 
 



















学年別に月ごとの実人数を図 3 に示した。1 年間を通して、3 年生以上の高学年に比し
て、低学年の利用が多い傾向が見受けられた。 
学年ごとの月の推移を見ると、1 年生は 8 月を除いて 4 月から 11 月までは毎月 10 人以
上であるが、12 月以降は 10 人未満になり年度末にかけて減少していく傾向が見られた。2
年生はおおむね 1 年間通して毎月 10 人前後であった。3 年生は 5 人から 10 人未満におさ





図 3  学年別利用状況 
 
 








  平均回数 
1 年生 10.9  
2 年生 15.4  
3 年生 12.9  
4 年生以上 14.6  
その他 4.0  








人関係（友人、異性）」が 147 回、「性格、行動」が 79 回であった。 
 
図 4  相談内容別利用状況  
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と、学生の夏休みがある 8 月 9 月を除いて 4 月から 11 月までは常に 10 回を超えており、








図 5 は対応方法別に年間推移を示したものである。 
 
 





となった。学生の関係者との関わりについて、2017 年度ののべ回数は 324 回であった（内
訳：情報提供 3,コンサルテーション 88,連携 205,危機対応 28）。過去との比較では、2014
年度 141 回、2015 年度 238 回、2016 年度 140 回であり、2107 年度は前年度より 184 回増
加し 2.3 倍となった。 
 

















































ース会議が招集される。2017 年度は対象となった学生は 2 人、のべ 3 回開催され（11 月、
12 月 2 回）、学生理解のための情報共有や今後の見通しの検討がなされた。メンバーは回
によって異なるが、学生の所属学科教員、学生支援室職員、教学支援室職員、医務室職














付表２  学年別利用状況（実人数） 
  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
1 年 13 14 12 12 5 11 13 15 9 7 6 5 
2 年 8 10 9 11 8 8 10 9 11 10 6 8 
3 年 5 7 8 9 3 7 9 6 9 7 7 7 
4 年以上 6 6 7 7 4 4 6 5 4 4 2 2 




付表３  相談内容別利用状況 
  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 
履修、学業、 
資格、留学 
6 4 2 4 0 6 7 12 6 5 0 1 53 
留年、休学、 
退学 
2 11 6 9 6 7 7 5 5 5 4 3 70 
将来の方針、 
就職、進学 




1 2 1 0 0 0 5 0 1 0 1 0 11 
性格、行動 2 4 3 3 3 9 15 18 10 5 4 3 79 
対人関係 
（友人、異性） 
16 21 16 18 5 5 14 18 8 8 9 9 147 




45 67 59 66 28 33 97 61 78 43 44 39 660 
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 
  
付表 1  利用状況（新規・実人数・のべ数） 
  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 
新規 33 13 8 10 1 6 7 6 4 0 0 2 90 
実人数 33 37 36 39 20 30 38 35 34 28 21 22   
のべ 
回数 
78 123 102 112 47 69 159 122 115 75 75 59 1136 
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付表４  対応方法別利用状況 
  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 
情報提供 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 4 
カウン 
セリング 
56 87 81 76 38 55 106 84 70 56 51 40 800 
コンサル 
テーション 
10 14 6 7 4 5 10 6 4 4 10 8 88 
連携 12 22 10 29 5 8 40 25 20 15 8 11 205 













として寄せられていた。そのため、2017 年度 6 月より、今期は主に発達障がい学生用の配
慮願の書式変更、手続きフローの整備についての取組を行った。 
学生相談センタースタッフミーティング（参加者：学生相談センター長、学生支援室長、
カウンセラー2 名）を中心として具体的なシステム改善案の検討を重ね、2017 年 9 月・2017
年度第 5 回学生生活会議に素案を提起、同年 10 月の第 6 回学生生活会議にて修正案を提起
し、承認をうけた。以後、同年 11 月の 2017 年度第 8 回全学教授会にて同案について報告、
2018 年 2 月には 2018 年度委嘱非常勤講師に対して、配慮願の書式変更・新手続きフロー
について文書にて通知し、学内教職員への周知を図った。 








 視覚 聴覚 肢体 重複 発達 精神 その他 合計 
障がい学生数（人） 3 11 7 5 24 6 6 62 



































































































































 「和光大学の教育と研究」第 7 号（2017.3）p.72 
 いとうたけひこ著「コミュニティ援助への展望」角川学芸出版、2012.2、p.134-183 


























― 職員全体研修 ― 
 














ルの創出の必要性を提示した（資料 1 参照）。 
 
 
― FD研修会 ― 
 
2017 年 12 月 1 日、コンベンションホールにて、和光大学 FD 推進委員会主催、「C.C.T 制






告を行った。当日の参加者は教員 48 名、職員 32 名であった。 







































学生支援ディレクター以下、各学科から選出した学生生活委員（各 1 名：合計 7 名）及
び学生相談センター長、学生支援室長の構成員に加え、2017 年度からは学生支援ディレク
ターの要請により心理カウンセラー2 名も会議に参加し、学生相談センターの運営状況、




学生支援ディレクター 小林 猛久 教授（経営学科） 
学生生活委員 心理教育学科 常田 秀子 教授 
現代社会学科 竹信 三恵子 教授 
身体環境共生学科 矢田 秀昭 教授 
総合文化学科 遠藤 朋之 准教授 
芸術学科 川間 哲夫 教授 
経済学科 日臺 健雄 准教授 
経営学科 平井 宏典 准教授 
学生相談センター長 末木 新 准教授（心理教育学科） 
学生支援室長    大槻 美香 




第 1 回：4/12（水） 第 5 回：9/27（水） 第 9 回：2018 年 1/10
（水） 
第 2 回：5/17（水） 第 6 回：10/25（水） 第 10 回： 2/20（水） 
第 3 回：6/14（水） 第 7 回：11/15（水） 第 11 回： 3/12（月） 
第 4 回：7/12（水） 第 8 回：12/13（水）  






















4 月 11(火)、18(火)、25(火) 10 月 10(火)、24(火) 
5 月 2(火)、16(火)、23(火)、30(火) 11 月 14(火) 、21(臨時・火)、
24(火) 
6 月 6(火)、13(火)、20(火)、27(火) 12 月 12(火) 
7 月 4(火)、11(火)、18(火) 2018 年 1
月 
9(火)、23(火) 
8 月 8(火)、22(火) 2 月 6(火)、23(火) 
9 月 19(火) 3 月 27(火) 
※定例・火曜日 14:45～16:10 









日から週 2 日に減少し、カウンセラー2 名共に面接中の時間帯は相談室入口を施錠す
ることとなり、受付の常時対応は不可能となった。岩田他(2016)によると、2015 年度
の 4 年生大学の来談率(来談学生実数÷機関の対象在籍学生数×100)の全国平均は
























古川 萌・末木 新（和光大学学生相談センター） 
 
 
― 要約 ― 
本研究は大学進学に至るプロセスとその後の取得単位数の関連について検討した。大学




















































































では、和光大学では調査した年次の 4 年生と 1〜3 年生で学科及び専修が異なっていた。
これにより、4 年生では通常の心理教育学科と保育専修の 2 種類、1〜3 年生では心理専
修・こども教育専修（初等）・子ども教育専修（幼児）の 3 種類となった。計 5 種類の学
科のうち、いずれかの回答を選ぶよう求めた。従って、分析対象者は 2〜4 年生のみだ





析に用いることにした。学年ごとの理想取得単位数は、2 年生であれば 30 単位、3 年であ






― 結果 ― 
 
分析対象者は 161 名（男性 76 名、女性 85 名）の平均年齢は 20 歳（SD=1.13）であっ
た。取得単位数の平均値は 73.1 単位（SD=35.6）であった。これは全学年を総合したもの
であり、学年ごとのものではない。全学年の算出された理想取得単位差分の平均値は 17.7
単位（SD=20.0）であった。その他の回答項目の詳細は、表 1 を参照されたい。 
重回帰分析の結果（R2=.616, p < 0.001）、17 項目の独立変数が理想取得単位差分と統計
的に有意な関連を示した（表 2 参照）。負の関連を示した変数は「（1～3 年生以上）現代
人間学部 心理教育学科 心理学専修」「男性」「問 1 の 10 大学に進学した一番の理由
（単数回答）先生や家族がすすめた」「問 6 の 2 入学前に知りたかった情報があったがわ
からなかった」「問 1 の 7 大学に進学した一番の理由（単数回答）自由な時間のため」
「問 1 の 3 大学に進学した一番の理由（単数回答）大卒の学歴のため」の 6 項目であっ
た。これらの変数は、該当することにより取得単位数が理想取得単位より減少することを
意味している。一方、正の関連を示した変数は、「（4 年生以上）現代人間学部 心理教
育学科 保育専修」「問 5 の 3 本学を選んだ理由（複数選択）将来的につきたいと思う職
業・資格をとるのに有利だったから」「（1～3 年生以上）現代人間学部 心理教育学科 
子ども教育専修・幼児」「問 5 の 18 本学を選んだ理由（複数選択）授業料が安いから」
「本学の志望順位が第三志望以下」「問 7 の 6 大学に進学するにあたって生じた問題（複
数選択）大学卒業後に関する不安」「受験から二年目で合格」「問 10 の 9 入学前後で実
際とイメージが違ったもの（複数選択）特にない」「問 6 の 1 入学前に知りたかった情報
があり知ることができた」「問 5 の 10 本学を選んだ理由（複数選択）先輩・友人などの
すすめがあったから」「現在一人暮らし」の 11 項目であった。  
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表 1 回答項目と記述統計量 
変数 
M／
人数 SD／%   変数 人数 %   変数 人数 % 
年齢 20 歳 1.13   高校の形態       和光大学を選んだ理由     
        全日制高校 138
人 










男性 76 人 (47.2%)   通信制高校 13
人 





女性 85 人 (52.8%)   高卒認定試験 4 人 (2.5%)   留学制度があるから 1 人 (0.6%) 










4 年生以上       大学進学の一番の理由（単一回
答） 
      親のすすめがあったから 13
人 
(8.1%) 















(15.5%)   予備校の教員からののすすめがあっ
たから 
5 人 (3.1%) 
1〜3 年生以上       大卒の学歴がほしいから 7 人 (4.3%)   先輩・友人などのすすめがあったか
ら 
6 人 (3.7%) 
現代人間学部 心理教育学科 
心理学専修 







31 人 (19.3%)   専門的な研究をしたいから 1 人 (0.6%)   特定のサークルや課外活動に関心が
あったから 
5 人 (3.1%) 
現代人間学部 心理教育学科 
子ども教育専修・幼児 
30 人 (18.6%)   資格や免許を取得したいから 33
人 
(20.5%)   自宅から通うことができるから 48
人 
(29.8%) 
        自由な時間を得たいから 1 人 (0.6%)   学生寮があったから 4 人 (2.5%) 
現在の居住形態       すぐに社会に出るのが不安だから 8 人 (5.0%)   実家を離れられるから 2 人 (1.2%) 





一人暮らし 25 人 (15.5%)   先生や家族がすすめるから 8 人 (5.0%)   設備・施設が整っていると感じたか
ら 
5 人 (3.1%) 
学生寮 3 人 (1.9%)   それ以外 5 人 (3.1%)   授業料が安いから 17
人 
(10.6%) 
その他 4 人 (2.5%)           奨学金制度がよかったから 5 人 (3.1%) 
        志望学部・学科を決めるときに影
響したもの 
      それ以外 9 人 (5.6%) 
受験前の居住形態       興味・関心をもっていること 115
人 
(71.4%)         
実家 154 人 (95.7%)   希望している職業 64
人 
(39.8%)   入学前に知りたかった情報の有無
（単一回答） 
    





学生寮 2 人 (1.2%)   苦手な科目 1 人 (0.6%)   ない 9 人 (5.6%) 





        進路に関する授業や学習 14
人 
(8.7%)         
出身地       部活動での経験 6 人 (3.7%)   大学進学にあたって生じた問題     
東京出身 48 人 (29.8%)   職場体験 4 人 (2.5%)   学力の問題 68
人 
(42.2%) 





それ以外の関東 13 人 (8.1%)   それ以外 6 人 (3.7%)   進学することへの不安 35
人 
(21.7%) 
関東以外 20 人 (12.4%)           進路の選択で迷った 40
人 
(24.8%) 
        和光大学を知った経緯       親との意見の違い 10
人 
(6.2%) 
和光大学の志望順位       受験を考える前から知っていた 35
人 
(21.7%)   大学卒業後に関する不安 41
人 
(25.5%) 
第一志望 101 人 (62.7%)   親からのすすめ 22
人 
(13.7%)   特になし 24
人 
(14.9%) 
第二志望 28 人 (17.4%)   高校の教員からのすすめ 53
人 
(32.9%)   それ以外 3 人 (1.9%) 
第三志望以下 32 人 (19.9%)   予備校の教員からのすすめ 4 人 (2.5%)         
        先輩・友人からのすすめ 16
人 
(9.9%)   和光大学に対する現在の満足度     
入試方法       インターネットで検索して 27
人 
(16.8%)   満足 37
人 
(23.0%) 
一般入試 47 人 (29.2%)   本や雑誌などの紹介で見て 9 人 (5.6%)   どちらかといえば満足 110
人 
(68.3%) 
センター入試 14 人 (8.7%)   電車内などの広告を見て 14
人 
(8.7%)   どちらかといえば満足していない 12
人 
(7.5%) 




(6.8%)   満足していない 2 人 (1.2%) 
推薦入試 49 人 (30.4%)   それ以外 21
人 
(13.0%)         
                入学前後でイメージが異なっていた
もの 
    
受験年数       大学に関する情報収集       授業の進め方、教員の指導方法 42
人 
(26.1%) 
現役合格 145 人 (90.1%)   和光大学のサイトを見て調べた 101
人 
(62.7%)   授業の難易度 39
人 
(24.2%) 




(59.0%)   選んだ学部・学科と自身の興味関心 31
人 
(19.3%) 













(48.4%)   友人などとの対人関係 22
人 
(13.7%) 
        大学説明会に参加した 29
人 
(18.0%)   教員との対人関係 19
人 
(11.8%) 
        高校で参考資料をもらった 29
人 
(18.0%)   大学側のサポート 19
人 
(11.8%) 
        教員や先輩に話を聞いた 27
人 
(16.8%)   サークル活動 26
人 
(16.1%) 




(7.5%)   特にない 48
人 
(29.8%) 










（1～3 年生以上）現代人間学部 心理教育学科 心理学専修 
-
11.96 
-17.31 -6.61 -0.29*** <.001 
（1～3 年生以上）現代人間学部 心理教育学科 子ども教育専修・幼
児 
12.42 6.03 18.80 0.24*** <.001 
（4 年生以上）現代人間学部 心理教育学科 保育専修 16.92 8.83 25.01 0.24*** <.001 
男性 -6.97 -11.42 -2.53 -.18** .002 












-57.05 -4.05 -0.12* .024 
本学を選んだ理由（複数選択）      
 将来的につきたいと思う職業・資格をとるのに有利だったから 5.91 0.60 11.21 0.13* .029 
本学の志望順位が第三志望以下 7.36 1.88 12.85 .15** .009 
授業料が安いから 14.87 7.73 22.01 0.23*** <.001 
 先輩・友人などのすすめがあったから 14.15 2.96 25.33 0.13* .014 
大学に進学するにあたって生じた問題（複数選択）      
 大学卒業後に関する不安 9.51 4.45 14.57 0.21*** <.001 
入学前後で実際とイメージが違ったもの（複数選択） 
 特にない 
6.29 1.56 11.02 0.14* .010 
その他      




-21.45 -1.98 -0.14* .019 
受験から二年目で合格 11.70 3.48 19.93 .15** .006 
現在一人暮らし 7.16 1.20 13.13 0.13* .019 

































































































































り組みの充実に向けて―．独立行政法人日本学生支援機構．2010 年 3 月 31 日．< 
https://www.jasso.go.jp/about/statistics/torikumi_chosa/__icsFiles/afieldfile/2017/07/26/h20torikumi_houkoku-
part1.pdf > (2018 年 1 月 5 日)． 
文部科学省(2011)．平成 22 年度 文部科学白書．文部科学省．2011 年 10 月．< 
http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpab201001/detail/1311679.htm > (2018 年 1 月 5 日)． 
文部科学省(2014)．学生の中途退学や休学等の状況について．文部科学省．2014 年 09 月 25 日．< 
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/26/10/1352425.htm > (2018 年 1 月 5 日)． 
文部科学省(2017)．学校基本調査－平成 29 年度結果の概要－．文部科学省．2017 年 09 月．< 
http://www.mext.go.jp/component/b_menu/other/__icsFiles/afieldfile/2017/12/22/1388639_1.pdf > (2018 年 1
月 5 日)． 



















































































2017 年度 学生相談センタースタッフ一覧 
 
 
学生相談センター長 現代人間学部心理教育学科  准教授 末木 新 




木内 理恵  
月 火 水 木 金 
 
 山崎 あゆみ   
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